
政
令
第

号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
六

項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
第
九
条
と
し
、
第
五
条
中
「
第
三
条
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
四
条

の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
猟
区
管
理
規
程
の
変
更
等
）
」
を
付
し
、

第
三
条
を
第
六
条
と
し
、
第
二
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
の
要
件
）

第
四
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
銃
猟
（
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
麻
酔
銃
猟
（
次
項
に
お

い
て
単
に
「
麻
酔
銃
猟
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
緊
急
銃
猟
」
と

い
う
。
）
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
に
係
る
法
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る



要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
銃
器
（
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
銃
器
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
緊
急
銃
猟
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
狩
猟
免
許
（
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
狩
猟
免
許
を
い
う
。
）
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

装
薬
銃

第
一
種
銃
猟
免
許

ロ

空
気
銃

第
一
種
銃
猟
免
許
又
は
第
二
種
銃
猟
免
許

二

過
去
一
年
以
内
に
銃
器
に
よ
る
射
撃
を
二
回
以
上
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

過
去
三
年
以
内
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
の
た
め
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
銃
器
と
同
種
の
銃
器
を
使
用
し
て
、
危
険
鳥
獣

又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
鳥
獣
（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
鳥
獣
等
」
と
い
う
。
）
の
捕
獲
等

（
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
捕
獲
等
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四

日
出
前
又
は
日
没
後
に
お
い
て
、
緊
急
銃
猟
を
建
物
内
以
外
の
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
住
居
等
又
は

そ
の
付
近
に
お
い
て
実
施
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
環
境
省
令
で
定
め
る
射
撃
の
技
能
を
有

し
、
か
つ
、
そ
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
講
習
で
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。



２

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
銃
猟
（
麻
酔
銃
猟
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に

「
緊
急
銃
猟
」
と
い
う
。
）
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
に
係
る
同
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め

る
要
件
は
、
過
去
三
年
以
内
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
の
た
め
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
麻
酔
銃
と
同
種
の
麻
酔
銃
を
使
用
し

て
、
危
険
鳥
獣
等
の
捕
獲
等
を
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
の
手
続
）

第
五
条

市
町
村
長
は
、
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

通
行
が
禁
止
さ
れ
、
又
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
に
そ
の
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
場
所
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
前
に
そ
の
施
設
を

管
理
す
る
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
は
、
適
当
な
場
所
に
そ
の
旨
及
び
理
由
そ
の
他
環
境

省
令
で
定
め
る
事
項
を
掲
示
し
、
か
つ
、
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
べ
き
場
所
へ
の
通
路
に
市
町
村
の
職
員
又
は
車
両
を
配
置

し
、
そ
の
他
そ
の
場
所
と
そ
の
他
の
場
所
と
を
明
確
に
識
別
で
き
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
を
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め



る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
事
項
を
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆
送
信
（
公
衆
に

よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は

有
線
放
送
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
危
険
鳥
獣
）

第
一
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
鳥
獣
は
、

（
ヒ
グ
マ
）
、

（
ツ
キ
ノ
ワ
グ

Ursus
arctos

Ursus
thibetanus

マ
）
及
び

（
イ
ノ
シ
シ
）
と
す
る
。

Sus
scrofa

附

則

こ
の
政
令
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律

第
二
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
危
険
鳥
獣
、
緊

急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
の
要
件
及
び
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
通
行

の
禁
止
又
は
制
限
の
手
続
を
定
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


